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執 

筆 

要 

領

■
表　

記

1　

現
代
仮
名
遣
い
、
常
用
漢
字
を
使
用
。

2　

接
続
詞
、
副
詞
の
類
の
漢
字
語
は
な
る
べ
く
仮
名
書
き
と
し
、
当
て
字
は

避
け
る
。

（
例
）　

故
に
→
ゆ
え
に　

所
謂
→
い
わ
ゆ
る　

然
る
に
→
し
か
る
に

　

等

3　

引
用
文
は
「　
　

」
で
括
る
。
引
用
文
中
に
さ
ら
に
引
用
の
あ
る
場
合
は

二
重
の
鍵
括
弧
『　
　

』
で
括
る
。
欧
文
を
使
用
す
る
時
は“　
　

”

な

ど
で
括
る
。
た
だ
し
、
長
文
の
引
用
に
際
し
て
は
、
前
後
を
一
行
空
け
て

段
落
全
体
を
二
字
下
げ
と
し
、
括
弧
は
用
い
な
い
。
そ
の
場
合
、
一
行
目

は
さ
ら
に
一
字
下
げ
と
す
る
。

4　

数
字
は
次
の
要
領
に
て
表
記
す
る
。

［
1
］
一
般
の
数
（
基
数
詞
の
類
）
に
つ
い
て
は
十
（
ト
ン
ボ
）
を
入
れ
ず
四

桁
目
ま
で
は
和
数
字
を
並
べ
る
。
万
・
億
・
兆
に
つ
い
て
は
単
位
語
を
入

れ
る
。
「
三
桁
区
切
」
の
読
点
は
不
要
。

（
例
）　

一
億
八
三
六
万
二
〇
〇
〇
円　
　

二
四
万
二
六
三
人

［
2
］
千
万
、
百
万
、
千
、
百
の
位
で
き
り
の
よ
い
場
合
は
そ
れ
ぞ
れ
の
単
位

語
を
使
用
。

（
例
）　

六
千
万
年　

六
百
年

［
3
］
暦
年
に
つ
い
て
は
和
暦
に
十
（
ト
ン
ボ
）
を
使
用
し
、
西
暦
は
ト
ン
ボ

を
使
用
し
な
い
。

（
例
）　

一
九
六
五
（
昭
和
四
十
）
年

［
4
］
年
齢
と
月
日
は
ト
ン
ボ
を
使
用
す
る
。

（
例
）　

十
一
月
十
八
日
で
三
十
一
歳
に
な
る

［
5
］
数
字
の
幅
は
最
後
に
単
位
語
を
付
す
。

（
例
）　

三
四
〇
─
四
八
〇
円　
　

一
九
六
〇
─
六
五
年

［
6
］
分
数
・
小
数
の
表
記
。

（
例
）　

三
分
の
一　
　

一
二
分
の
五　
　

五
二
・
三

［
7
］
紀
元
前
・
後
の
表
記
。

（
例
）　

前
二
二
─
後
三
二
年

［
8
］
世
紀
な
ど
の
序
数
詞
は
十
（
ト
ン
ボ
）
を
使
用
す
る
。

（
例
）　

十
九
世
紀　

二
十
一
世
紀　

ル
イ
十
四
世

5　

中
略
は
三
点
リ
ー
ダ
ー
二
文
字
分
を
亀
甲
括
弧
で
括
り
、
「
〔
…
…
〕
」
の

よ
う
に
記
す
。

■
翻
訳
上
の
記
号
の
置
換

お
お
よ
そ
、
次
の
様
な
要
領
に
て
置
換
す
る
。

［
1
］
原
文
中
の
引
用
符　

《　

》　

“　
　

”　

等
は
「　
　

」
に
。
引
用
符
中

の
引
用
符
は
『　
　

』
あ
る
い
は
〈　
　

〉
に
し
て
統
一
的
に
処
理
。

［
2
］
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
の
箇
所
は
、
書
名
・
作
品
名
・
紙
誌
名
の
場
合
『　
　

』

で
括
る
。

［
3
］
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
の
箇
所
が
強
調
な
い
し
概
念
表
現
で
あ
る
場
合
、
傍
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点
を
付
す
。

［
4
］
原
文
イ
タ
リ
ッ
ク
の
箇
所
が
、
単
に
原
文
に
対
す
る
外
国
語
で
あ
る
が

故
に
イ
タ
リ
ッ
ク
で
あ
る
場
合
は
何
も
し
な
い
。
或
い
は
必
要
に
応
じ
片

仮
名
で
ル
ビ
表
記
を
す
る
。

［
5
］
原
文
に
あ
る
［　
　

］
（
原
著
者
が
引
用
し
た
も
の
に
対
す
る
原
著
者

の
補
足
・
注
記
な
ど
）
は
そ
の
ま
ま
［　
　

］
に
。

［
6
］
訳
者
に
よ
る
訳
註
な
ど
の
補
足
は
〔　
　

〕
で
括
る
。

［
7
］
原
文
の
（　
　

）
は
そ
の
ま
ま
（　
　

）
に
。

［
8
］〝
意
味
の
纏
ま
り
な
ど
を
表
現
す
る
上
で
頗
る
効
果
的
で
あ
る
〞
な
ど

の
意
識
的
な
判
断
に
よ
っ
て
、
原
文
に
は
な
い
「　
　

」
（　
　

）
な
ど

を
敢
え
て
多
用
す
る
場
合
は
、
凡
例
な
い
し
訳
者
後
書
で
そ
の
む
ね
説
明

す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

■
構　

成

1　

本
文
中
に
節
を
設
け
る
場
合
は
、
一　

二　

三　

…
と
し
、
さ
ら
に
項
を

立
て
る
場
合
は
、
1　

2　

3　

…
と
す
る
。
そ
れ
以
上
の
細
分
は
避
け

る
こ
と
。
ま
た
、
節
の
見
出
し
を
「
は
じ
め
に
」
や
「
お
わ
り
に
」
等
と

す
る
場
合
に
は
、
数
字
は
不
要
と
す
る
。
な
お
、
節
や
項
を
設
け
た
場
合

は
、
そ
の
見
出
し
の
前
を
一
行
空
け
る
こ
と
。

2　

本
文
以
外
の
補
足
デ
ー
タ
に
つ
い
て
は
、
注
、
参
考
文
献
の
順
と
す
る
。

参
考
文
献
リ
ス
ト
は
必
ず
し
も
必
要
で
は
な
い
。
な
お
、
注
と
参
考
文
献

リ
ス
ト
も
原
稿
枚
数
に
含
む
。
本
文
、
注
、
参
考
文
献
リ
ス
ト
の
間
も
一

行
空
け
る
こ
と
。

■
注

1　

注
は
、
本
文
の
該
当
箇
所
に
（
1
）
（
2
）
（
3
）
…
と
記
し
、
稿
末
に
注

を
纏
め
番
号
順
に
配
列
す
る
。
注
番
号
は
ワ
ー
プ
ロ
ソ
フ
ト
を
使
用
せ
ず

に
、
英
数
半
角
で
普
通
の
入
力
で
お
こ
な
う
。
ま
た
引
用
の
場
合
に
は
引

用
カ
ッ
コ
の
す
ぐ
後
に
、
文
章
注
の
場
合
に
は
句
読
点
の
前
に
入
力
す
る
。

稿
末
に
配
列
す
る
注
に
は
そ
れ
ぞ
れ
（
1
）
、
（
2
）
…
と
表
記
す
る
こ
と
。

例
：　

例
：　
「　
　

」
（
1
）　
　

『　
　

』
（
2
）
こ
の
問
題
に
つ
い

て
は
す
で
に
多
く
の
分
析
が
あ
る
（
3
）
。

2　

注
の
内
、
引
用
文
献
は
次
の
要
領
で
表
記
す
る
。
参
考
文
献
に
つ
い
て
も

同
様
に
表
記
。
（
参
考
文
献
の
配
列
の
基
本
は
、
和
文
の
場
合
は
五
十
音

順
に
、
欧
文
の
場
合
は
ロ
ー
マ
字
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
と
す
る
）
。

3　

表
記
す
る
情
報
は
、
著
者
名
、
（
あ
る
場
合
は
編
者
名
）
、
書
名
／
論
文
名
、

（
論
文
の
場
合
は
所
収
書
名
も
）
、
雑
誌
名
（
号
数
も
）
、
発
行
所
或
い
は

発
行
者
名
、
刊
行
年
。

4　

和
書
の
場
合
、
雑
誌
を
含
め
た
書
物
名
は
『　
　

』
で
括
り
、
論
文
名
は

「　
　

」
で
括
る
。

5　

欧
文
文
献
の
場
合
、
雑
誌
を
含
め
た
書
物
名
は
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
入
力
、

ま
た
は
ア
ン
ダ
ー
ラ
イ
ン
を
付
す
。

［
和
書
の
場
合
］

（
例
）

丸
山
眞
男
『
日
本
政
治
思
想
史
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
五
二

年
、
一
二
二
─
二
五
頁
。

丸
山
眞
男
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」
『
世
界
』
五
月
号
、
岩
波

書
店
、
一
九
四
六
年
。
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丸
山
眞
男
「
超
国
家
主
義
の
論
理
と
心
理
」
、
同
『
増
補
版　

現
代
政

治
の
思
想
と
行
動
』
未
來
社
、
一
九
六
四
年
。

某
「
論
文
名
」
某
編
（
或
い
は
監
修
等
）『
論
文
所
収
書
名
』
出
版
社
名
、

刊
行
年
。

［
和
訳
書
の
場
合
］

（
例
）

ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
『
デ
ィ
ス
タ
ン
ク
シ
オ
ン
─
─
社
会
的
判
断

力
批
判
Ⅰ
Ⅱ
』
石
井
洋
二
郎
訳
、
藤
原
書
店
、
一
九
九
一
年
、
Ⅰ
、
五

六
七
頁
。

ピ
エ
ー
ル
・
ブ
ル
デ
ュ
ー
、
ジ
ャ
ン
＝

ク
ロ
ー
ド
・
パ
ス
ロ
ン
、
ジ
ャ

ン
＝

ク
ロ
ー
ド
・
シ
ャ
ン
ボ
ル
ド
ン
『
社
会
学
者
の
メ
チ
エ
─
─
認
識

論
上
の
前
提
条
件
』
田
原
音
和
・
水
島
和
則
訳
、
藤
原
書
店
、
一
九
九

四
年
。

［
外
国
語
文
献
］

そ
れ
ぞ
れ
の
言
語
圏
な
い
し
専
門
分
野
で
の
慣
習
に
従
っ
て
表
記
し
て
か

ま
わ
な
い
が
、
論
文
内
で
の
統
一
を
は
か
る
こ
と
。
お
お
よ
そ
の
基
準
は

以
下
の
例
を
参
照
。
な
お
、, . : 

な
ど
の
前
に
は
ス
ペ
ー
ス
を
空
け
ず
に

入
力
し
、, . :　

の
後
に
は
一
文
字
分
ス
ペ
ー
ス
を
入
れ
る
。

和
書
同
様
に
著
者
名
、
（
あ
る
場
合
は
編
者
名
）
、
書
名
／
論
文
名
、
（
論

文
の
場
合
は
所
収
書
名
も
）
、
雑
誌
名
（
号
数
も
）
、
発
行
地
、
出
版
社
、

刊
行
年
、
引
用
ペ
ー
ジ
を
表
記
す
る
。

書
名
・
雑
誌
名
の
部
分
は
イ
タ
リ
ッ
ク
体
で
入
力
、
あ
る
い
は
ア
ン
ダ
ー

ラ
イ
ン
を
付
す
（
印
刷
時
イ
タ
リ
ッ
ク
体
表
記
）
。

（
例
）
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